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膵頭部癌 の 後方浸潤 に 関す る病理学的検討

金沢大学医学部外科学第二 講座 く主 任 こ宮崎達夫教授つ

竹 田 利 弥
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膵頭部癌 に おけ る膵後方進展様式の 解 明を 目的に
， 膵頭部痛切除例21 例 を対象に

，
上 腸間膜動脈， 門脈 ，

下大静脈方向

に おけ る膵後方 浸潤 の 進展様式 を病理 組織学 的に 検討 した ． さ らに
，

4 例に つ い て 完全連続切片を 作製 した 衡 三次元 的に 進

展様式を 検討 した ． なお
， 本研究で ほ線維性結合織の 増生くd e s m o pl a si al を伴 っ た 癌組織の 浸潤く以下 ， 線維形成浸潤1 の 最外

側部 を腫瘍辺縁 と定義 した ． 上 勝間膜動脈 ， 門軋 下大静脈方向に おけ る膵後方浸潤 ほ
， そ れ ぞれ ，

1 7 例く81 ％1 ，
1 2 例く57 ％I ，

1 6 例 く76 ％1 で あ っ た ． 癌先進部 と膵辺縁ま で の 平均距離ほ ， 上 勝間膜動脈方向で は 6 ．5 m m く範 臥 1 －6 － 1 7 ．6 m m l ， 門脈方 向で

は 4 ．5 m m く0 ．6 － 1 1 ．4 m m l ， 下大静脈方向で は 3 ．6 m m く1 ．2 － 1 1 ．O m m l で あ っ た ． 癌先進部と腫瘍辺縁 ま での 平均距離は ， 上腸間

膜動脈方 向で は 3 ．9 m m く0 －

1 5 ．4 m m l ， 門脈方向で は 0 ．8 m m く0
－ 4 ．8 m m l ， 下大静脈方向でほ 0 －9 m m く0

－ 5 －4 m m l で あっ た ． 癌

先進部と各血 管 ま で の 平均距離 は
，
上 腸間膜動脈方向 で は 3 ■2 m m く0 －

1 3 ．2 m m l ， 門脈方向で は 0 －5 m m く0 － 2 ．O m m J ， 下大静脈

方向で ほ 2 ．1 m m く0 － 4 ．8 m m l で あ っ た ． また
， 連続切片 に よる 三 次元 構築の 検討で ほ

， 膵後方浸潤 の 進展様式は
，
上 腸間膜動

脈方向で は神経浸潤が 主体 をな し
， 神経浸潤 が上 腸間膜動脈の 近傍 ま で認め られ た ，

一

方 ， 門軋 下大静脈方向で は線維形成

浸潤が 主 体を な し
， 線維形成浸潤が 門脈の 近傍 ま で 認め られた ． 以上 よ り

， 根治性 向上 の た め に ほ
，
後方浸潤を 認め る膵頭部

癌の 大部分の 症例 は ． 門脈お よび 上 腸間膜動脈の 合併切除が必要 で ある と結論 した ．

K e y w o r d s p a n c r e a tic h e a d c a r c in o m a
，

r e t r O p e rit o n e al in v a si o n
，

n e u r al i n v a si o n
，
t h r e e

－ di m e n
－

sio n al r e c o n st r u ctio n

膵癌 で は後腹険阻織 へ の 腫瘍 の 進展が しば しば認め られ
， 根

治術を め ざすう え で 重要な 問題点 と な っ て い る ， そ の た め ， 膵

癌 の 後方浸潤に 関す る臨床病理 学的検討が な され
，
神経浸潤 の

重要性が 強調 され て い る
1 州

． 著者の 教室 で は ， 従来 よ り膵癌 に

お い て 膵頭神経叢に ま で神経浸潤が 認 め られ る こ と に 注目 し
，

後腹膜郭清の 重要性を強調 して きた
6 川

． 膵後 方組織 内の 癌浸

潤ほ神経浸潤 の み な らず ， 静脈浸潤 ，
リ ン パ 管浸潤な どが み ら

れ る が ，
こ れ らが 如何に 膵後方組織 内を進展 して い る の か ほ 十

分に は解 明され て い ない ． さ ら に ， 膵後 方組織 は 上 腸 間膜 動

脈 ， 門脈， 下大静脈の 3 つ の 重要血 管を 含ん で お り ，
血管 と癌

浸潤の 関係を解 明す る こ と は膵癌外科治療上 重要 で あ る ．

そ こ で
， 本研究 で は膵後方魁織 内の 進展様式を 明 らか に す る

ため に
， 膵後 方浸潤 を上 腸間膜動脈 ， 門脈 ，

下大静脈 に 向か う

3 つ の 方向に わ け ， 病理 組織学 的検討 な らび に 三 次元的検討を

行い
， 興味ある 知見を得た の で 報告す る ．

対象お よび 方法

工 ． 上腸間膜動脈 ， 門脈 ， 下大静脈方 向に おけ る後方 浸潤の

病理組織的検討

対象は198 7 年 9 月 か ら199 2 年 3 月 まで に 金沢大学医学部第 2

外科で 外科的切除が な され た膵頭部痛切除例29 例 の うち 膵後方

浸潤を 認め
，

上 腸 間膜動脈，
門舵 上 下大静脈方向に おける 詳細

な病理 組織学 的検索 が可 能で あ っ た21 例 く表 1 1 で ある ．

パ ラ

フ ィ ン 棒を 用 い
， 切 除標本の 上腸 間膜動脈 ， 門脈周囲を体内に

存在 した とき と同 じ位置に 復元 し
，

ホ ル マ リ ン 固定後 ，
上腸間

膜動脈忙 垂直 な 5 m m 間隔 の 全割切片 を作製 したく図1ン． 得 ら

れ た 切片 を H E 染 色 ，
エ ラ ス チ カ フ ァ ン ギ

ー ソ ソ くEl a sti c a

v a n G i e s o n ， E V Gl 染色 ，
ビク ト リ ア ブル ー ． ヘ マ ト キ シ リ ソ エ

オ ジ ン くVi c t o ri a b l u e a n d h e m a t o x yli n－e O Si n
，
V B－H El 重染色を

行い
， 後方浸潤 の 有無， 膵辺縁か らみ た 癌先進部の 構成 とそ の

距離， 腫瘍辺縁か らみ た癌先進部の 構成 とそ の 距離 ， 剥離面ま

た は 血管外膜か ら みた 癌先進部の 構成 とそ の 距離の 検索 に 供 し

た ． な れ 本研究で は ， 病理紅織学的所見は膵癌取扱 い 規約
9

丹こ

準 じ
，

ま た ， 膵辺縁， 腫瘍辺薩お よ び癌先進部ほ以下の よ うに

定義 した
．

1 ． 膵辺縁の 定義

癌浸潤の な い 部位で ほ膵組織 と膵後方阻織 の 境界， 癌浸潤の

ある 部位 では膵紅織辺縁 の 延長線 を膵辺経と した ．

2 ． 腫瘍辺縁の定義

線維性結 合織の 増生 くd e s m o pl a si al を 伴 っ た癌 組織の 浸潤

く以下 ， 線維形成浸潤と略す1 の 最外側部を腫瘍辺縁 と した く図

21 ．

3 ． 癌 先進部の 定義

線維形成浸潤も しく は線椎形成浸潤を越 えた 神経浸潤，
静脈

浸潤 ， リ ン パ 管浸潤を癌先進部 と した く囲2 1 ．

工 ． 連続切 片お よび三 次元立 体樵築に よ る検討

上勝間瞑動脈 ， 門脈，
下大静脈方 向に お ける後方浸潤様式を

詳細 に検討する ため に
，

4 例 く表1 ， 症例10 ，
1 6

，
1 7

，
1別 に 対

平成 6 年1 0月 3 日 受付， 平成 6 年11 月21 日受理

A b b r e vi atio n s こ C T
，

C O m p u t e d t o m o g r a p h y ニ E V G
，
E la ti c a v a n Gi e s o n ニ1 V C

，
i nf e rio r v e n a c a v a ニ P A N C

，

p a n c r e a s ニ P V
， p O rt al v ei n 3 S M A

，
S u p e rio r m e s e n t e ric a rt e ry ニ V B － H E

，
V ic t o ri a bl u e a n d h e m at o x yli n

－ e O Si n
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して 5 月m の 完全連続切片を 作製 し
，

H E 染 色，
E V G 染 色 ，

V B－H E 重染色を行 い
， 浸潤様式に つ い て 観察 した ． さ らに

， 連

続切片を もと に 浸潤様式を三 次元 再構築 した ． 三 次元 再構築に

は
， 組織切片を顕傲投影機 V－16 型H ニ コ ン

， 東京ナ上 で 拡大投

影 し
， 浸潤様式を ト レ ー ス 紙に 描 い て 連続画 像を作製後 ，

三 次

元画 像解析 シ ス テ ム ー

．
コ ス モ ゾ

ー

ン 2 S A く
ニ コ ンコ を 用 い て

，

カ ラ ー

デ ィ ス プ レ イ 上 に 再 構成 した ．

成 績

王 ． 上陽間膿動脈 ， 門脈 ， 下大静脈方向におけ る後方浸潤の

病理組織学的検討

1 ． 後方浸潤の 有無

各方向に おけ る後方浸潤ほ 上腸間膜動脈方向が17 例く81 ．0 ％I ，

F i g ． 1 ． M a g n ifi e d v i e w of th e s u r gi c al s p e ci m e n くH E st ai nl ，

S h o w l n g th e c o r r el a ti o n of th e p a n c r e a s ， S u p e ri o r m e s e n t e
－

ri c a rt er y a n d p o r tl v ei n i n th e r e t r o p e rit o n e u m ． P A H C
，

P a n C r e a S ニ P V ， P O r t al v ei n ニ S M A
，

S u p e ri o r m e s e n t e ri e

T u m o r
．

m a rg J n

く霊
Fig ． 2 ． S c h e m ati c d r a w i n g ill u s tr a tin g th e m o d e of r e tr o p e－

rit o n e al i n v a si o n ． T u m o r m a r g l n W a S d efi n e d a s o u t e r

m a r gi n of d e s m o pl a sti c c a n c e r i nfiltr a tio n ． A s s e e n i n thi s

S C h e m a
，

th e r e tr o p e rit o n e al i n v a si o n c o n si st s of n e u r al

i n v a si o n a r o u n d th e s u p e ri o r m e s e n t e ri c a r t e r y ，
d e s m o pl a s－

ti c c a n c e r i n filtr a ti o n th e p o r tal v ei n
，

a n d v e n o u s o r

ly m p h a ti c i n v a si o n a r o u n d th e i nf e ri o r v e n a c a v a ． S M A
，

S u P e ri o r m e s e n t e ri c a r t e r y i P V
， p O r t al v ei n ニ 砂，

C a n C e r

C e ll ニ X
， fib r o sis こ 喝， n e u r al i n v a si o n ニ 0 ， V e n O u S i n v a sio n こ

口，
1y m p h a ti c i n v a si o n ．

門脈方向が12 例 く57 －1 ％I ， 下 大静脈方向が1 6 例 く76 ．2 ％プ で あ っ

た ． ま た
，

上 腸間膜動 軋 門脈
，

下大静脈 の 3 つ の 方向に 後方

浸潤を認め た 症例ほ 9 例 く4 2 ．9 ％ユ で あ っ た く図 31 ．

2 ． 膵辺縁か らみ た 癌先進 部の 構成 とそ の 距離

上腸間膜動脈方向で の 癌先進部 は神経浸潤 が1 0 例 く5 臥8 ％1 ，

線維形成浸潤が 4 例く23 ．5 期 で あ っ た の に 対 し， 門脈方向でほ

神経浸潤が 1 例 く8 ．3 ％ン
， 線維形成浸潤 が11 例 く91 ．7 ％1 ， 下大静

脈 方向 で は 神経 浸 潤 が 4 例 く2 5 ，0 ％I
， 線 維 形 成浸 潤 が1 0 例

く62 ．5 瑚 と上 腸間膜動脈方向で は 神経浸潤 が
， 門脈 ， 下大 静脈

方 向で は 線椎 形成浸潤 が癌先進部の 主 体を な して い た ． 癌先進

部 まで の 距離 は ， 上 腸 間膜動脈方向で ほ 1 ．6 m m か ら 17 ．6 m m

く平 均 6 ．5 m m I ， 門 脈 方 向 で ほ 0 ．6 m m か ら 11 ．4 m m く平 均

4 ．5 m m l ， 下 大 静 脈 方 向 で は 1 ．2 m m か ら 11 ．O m m く平 均

3 ．6 m m l で あ っ た 一 先進部 の 構成別に そ の 距 離を検討 す る と ，

上 腸間膜 動脈方 向で は
， 線 維形成 浸潤 が 1 ．6 m ロ1 か ら 8 ．2 m m

F ig ■ 3 ． T h e s c h e m a s h o w i n g th e c o r r el ati o n b e t w e e n th e

e x t e n t of c a n c e r i n v a si o n a n d t h e n u m b e r s o f p a ti e n t s

W ith r e tr o p e rit o n e al i n v a si o n a r o u n d th e s u p e ri o r m e s e n t e－
ri c a r t e r y ， P O r t al v ei n

， a n d i n f e rio r v e n a c a v a
，
r e S P e C ti v ely ．

S M A
，

S u P e ri o r m e s e n t e ri c a r t e r y ニ P V
， p O r t al v ei n ニ I V C

，

i nf e ri o r v e n a c a v a ．

■ ■

冨 田

0 0

■ ■
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m a r g l n t O th e i n v a si o n f r o n t al o n g s u p e ri o r m e s e n t e ri c

a rt e r y くS M AJ ， p O r t al v ei n くP Vl a n d i nf e ri o r v e n a c a v a

口V CI ． 砂 ，
． d e s m o pla s ti c c a n c e r i n filt r a ti o n ニ 圏，
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膵 癌の 後方浸潤

く平 均 5 ．5 m m I ，
神 経 浸 潤 が 2 ．6 m m か ら 17 －6 m m く平 均

7 ．4 m m I ， 静脈浸潤が 2 ．6 m m か ら 4 ．2 m m く平均 3 ．4 m r nl ，
リ ソ

パ 管浸潤が 7 ．4 m m で あ っ た ． 門脈方 向で は
， 線維形成浸潤 が

0 ．6 m m か ら 11 ．4 m m く平均 4 ．3 m m l ， 神経浸潤が 6 ．8 m m であ っ

た ． また ， 下大 静脈方 向で は
， 線維 形成 浸潤 が 1 ．2 m m か ら

11 ．O m m く平均 4 ．1 m m l
， 神経浸潤 が 1 ．2 m m か ら 3 ．4 m m く平均
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Fig ． 5 ． T h e s c h e m a sh o w i n g th e d is t a n c e f r o m t u m o r

m a r gl n t O th e i n v a sio n f r o n t al o n g s u p e rio r m e s e n t e ri c

a rt e r y くS M Al ， p O r t al v ei n くP Vl a n d i n f e rio r v e n a c a v a

くIV Cl ． 翁 ，
d e s m o pl a sti c c a n c e r i n filtr ati o n ニ 観，

n e u r al

in v a
，

Si o n ニ 0 ，
V e n O u S in v a si o n こ ロ， ly m p h ati c i n v a si o n ．

9 2 5

2 ．6 m m l ， 静脈浸潤が 2 ，2 m m か ら 3 ．2 m m く平均 2 ．7 m m l で あ っ

た く図4 1 ．

3 ． 腫瘍辺縁か らみた 癌先進部の 構成と距離

上腸間膜動脈方向で の 癌先進部ほ 神経浸潤 が1 1 例 く64 ．6 瑚 ，

線維形成浸潤が 2 例 くIl ．8 期 で あ っ た の に 対 して
， 門脈方向で
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9 2 6

は 神経浸潤 が 4 例 く33 ．3 ％フl 線維 形成浸 潤が 8 例 く66 ．7 ％j で

あ っ た ． ま た
， 下大静脈方向でほ

t 神経浸潤が 6 例く37 ．5 ％ユ， 線

椎形成浸潤 が 7 例 く43 ．8 ％1 で あ っ た ． 腫瘍辺縁か ら癌 先進部 ま

での 距 離は
t

上 腸間膜 動脈方向 で は O m m か ら 15 ．4 m m く平 均

3 ．9 m m l ， 門派方向で は O r n m か ら 4 ．8 m m く平均 0 ．8 m m J
，
下大

静脈方向で は O m m か ら 5 ．4 m m く平均 0 ．9 m m I で あ っ た ． 先進

部の 構成別 に そ の 距離 を 検討する と ， 上 腸間膜動脈方向で は
l

神経浸潤が 1 ．4 m m か ら 15 ．4 m m く平均 5 ．3 m r n l ， 静 脈浸潤 が

2 ．6 m m か ら 4 ．2 m m く平均 3 ．4 m m l ．
リ ン パ 管浸潤が 0 ．4 m m で

あ っ た ． 門脈方向で ほ よ 神経浸潤 が 0 ．6 m m か ら 4 ．8 m m く平均

2 ．5 m mユ で あ っ た ． ま た
， 下大静 脈 方 向 で は

， 神 経 浸 潤 が

0 ．2 m m か ら 1 ．6 m m く平 均 1 ．1 m m J ， 静 脈浸潤が 1 ．4 m m か ら

5 ．4 m m く平均 3 ，4 m m l ，
リ ン パ 管浸潤 が 1 ．O r n m で あ っ た く図

5J ．

4 ． 剥離面 また は 血 管外焼か ら み た痛先進部 の 構成と 距離

上 陽間膜動脈方向で の 癌先進部 は神経浸 潤が 9 例 く53 ．0 瑚
，

線推形成浸潤が 4 例 く2 3 ．5 ％I で あ っ た の に 対 し
， 門脈方向で は

線維形成浸潤が11 例 く100 ％J ， 下大静脈方 向で は 神経 浸 潤が 2

例 り2 －5 ％1
， 線維形成浸潤が11 例く68 ．8 瑚 と

，
上 腸間膜 動脈 方向

で は 神経浸潤が ， 門脈， 下大静脈方 向では 線維形成浸潤が癌先

進部の 主 体を 形成 して い た ． 癌先進部 まで の 距離ほ 1 上腸 間膜

Fi g ， 7 ． T h r e e － di m e n si o n al i m a g e s of t u m o r i n v a si o n a r o u n d th e s u p e ri o r m e s e n t e ric a rt e r y a n d p o r t al v ei n i n c a s e l O ． T h e
l

t u m o r c ells e x t e n d w ith n e u r al i n v a si o n くg r e e nl a n d a f e w o f v e n o u s i n v a si o n くIi gh t bl u eI a r o u n d t h e s u p e ri o r m e s e n t e ri c

a rt e r y ． T h e m o s t a d v a n c e d p o l n t Of str o m aL i n v a si o n is c o n s tr u c t e d b y n e u r al i n v a si o n － T h e t u m o r c ell s e x t e n d t o w a r d p o rt al
V ei n i nfiltr a ti o n of c a n c e r w ith d e s m o pl a si a くp u r pl e，． A J

a f r o n t vi e w ， B
，

a l ef t l a t e r al vi e w ． P A N C
， P a n C r e a Sニ P V

， P O rt al
V ei n ニ S M A

，
S u p e ri o r m e s e n t e ri c a r t e r y ．

F i g 1 8 － T h r e e
－ di m e n si o n al i m a g e s o f t u m o r i n v a si o n a r o u n d t h e s u p e ri o r m e s e n t e ri c a r t e r y a n d p o rt al v ei n i n c a s e 1 9 ． T h e

t u m o r c ells e x t e n d m ain ly w ith n e u r al i n v a si o n くg r e e n， a r o u n d th e s u p e ri o r m e s e n t e ri c a rt e r y ． N e u r al i n v a si o n i n s e e n al o n g th e

S u p e rio r m e s e n t e ri c a r t e r y ． T h e t u m o r c ells e x t e n d a r o u n d th e

．
p o r t al v ei n m ai n ly a c c o m p a ni e d b y i n filtr atio n of c a n c e r w ith

d e s m o pl a si a くp u r pl eJ ． A
，

a f r o n t vi e w ． B
，

a l ef t l a t e r al vi e w ． P A N C
， p a n C r e a S ニ P V ， P O rt al v ei n ニ S M A

，
S u p e ri o r m e s e n t e ric

a r t e r y ．
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動脈方 向で は O m m か ら 1 3 ．2 m m く平均 3 ．2 m m I ． 門脈方向で ほ

O m m か ら 2 ．O m m く平均 0 ．5 m m l ， 下大静脈方向で は O m m か

ら 4 ．8 皿 m く平均 2 ．1 m m l で あ っ た ． 先進部 の 構成別に そ の 距離

を 検 討す る と ，
上 勝 間膜 動 脈 方 向 で は

，
線 椎 形成 浸 潤 が

0 ．8 m m か ら 10 ．O m m く平均 3 ．3 m r nl ， 神経 浸潤 が O m m か ら

5 ．2 m m く平均 2 ．8 m m l
，
静脈浸潤が 1 ．6 m m か ら 13 ．2 m m く平均

6 ．2 m m l ，
リ ン パ 管浸潤が 2 ．8 m m で あ っ た ， 門脈方向で は

， 線

維形成浸潤の み で
l 平均 0 ．5 m m で あ っ た ． また

，
下大静脈方 向

で は
， 線維形成浸潤が 1 ．O m m か ら 4 ．8 m m く平均 2 A m 雨 ， 神経

浸潤 が O m m か ら 3 ．4 m m く平均 2 ．4 m m l ， 静脈浸潤 が 1 ．O m m か

ら 2 ．6 m m く平均 1 ．8 m m l リ ン パ 管浸潤 が 0 ．6 m m で あ っ た く図

61 ．

5 ． 病理 学的所見 と膵後方浸潤の 広が りに つ い て

膵辺縁か ら癌先進部 まで の 距離 ， 腫瘍辺最か ら癌先進部ま で

Fi g ． 9 ． T h r e e－di m e n si o n al i m a g e s of t u m o r i n v a sio n a r o u n d

th e i nf e ri o r v e n a c a v a i n c a s e 1 7 ， N e u r al i n v a si o n くg r e e nJ ，

v e n o u s i n v a9i o n く1ig h t bl u el a n d ly m p h a tic i n v a si o n くg r a yl

a r e slig h tly s e e n a r o u n d th e i n f e rio r v e n a c a v a ． T h e s e

i n v a sio n s a r e o b s e r v e d cl o s e t o th e in filtr ati o n of c a n c e r

wi th d e s m o pla si a くp u r pl el ． T h e m o s t a d v a n c e d p oi n t of

s tr o m al i n v a si o n i s c o n s tr u c t e d b y v e n o u s i n v a si o n in thi s

c a s e ． P A N C ， P a n C r e a S ．

F i g ． 1 0 ， T h r e eT di m e n si o n al i m a g e s o f t u m o r i n v a si o n a r o u n d

th e i n f e ri o r v e n a c a v a i n c a ．s e 1 9 ． N e u r al i n v a si o n くg r e e nl，

th e i nfilt r a ti o n of c a n c e r wi th d e s m o pl a si a くp u r pl eI a n d

v e n o u s i n v a si o n く1i g h t b l u el a r e slig h tl y s e e n a r o u n d th e

i nf e ri o r v e n a c a v a ． T h e m o s t a d v a n c e d p oi n t of str o m al

i n v a si o n c o n sis t s of i n filt r a ti o n of c a n c e r wi th d e s m o pl a si a ．

P A N C
， p a n C r e a S ニ S M A

．
s u p e ri o r m e s e n t e ri c a r t e r y ．

の 距離 ，
剥離面か ら癌先進部ま で の 距離 と腫瘍径 ， 組織型

， 癌

の 実質と 問質 との 量比 ， 癌の 周 囲組織 に 対す る浸潤増殖様式 ，

膵前方被膜 へ の 浸潤， 膵外神経叢浸潤の 病理 学的所見と の 間 に

ほ 関連を 認め なか っ た く表1 1 ．

正 ． 連続切 片および三 次元立体構築に よ る検討

4 例に つ い て
，
3 1 5 9枚 の 完全連続切片を作楽 し

，
三 次元的な

浸潤様式の 解明 を行 っ た ．

． 上 腸間膜動脈方 向の 後方浸潤が 中等

度で あ っ た症例く症例10うに お い て ほ
，
上腸 間膜動脈方 向の 浸潤

様式 は線維形成浸潤とそ の 近傍に 少数み られ る神経浸潤 ， 脈管

浸潤 で構成 され て お り ， 神経浸潤が癌先進部を形成 して い た ．

ま た ， 門脈方向の 浸潤様式は緩推形成浸潤の み で
， 門脈外膜の

すぐ近傍 ま で緩維形成浸潤が認め られ た く図7 A ， 1引 ．

一 方 ，

上 腸間膜動脈方向 へ の 後方浸潤が 高 度 で あ っ た 症例 く症例1 9ユ

に お い て は
， 膵鈎部の

一 部に 線椎形成浸潤が み られ ， 同部位か

ら多数の 神経浸潤 が上勝 間摸動脈方 向 に 広 が っ て い た ． さ ら

に
，

こ の 神経浸潤 は上 腸間膜動脈 に 沿 っ て 動脈板部側に 頭側に

約 30 m m ま で認め られ た ． 脈管浸潤は こ の 神経浸 潤の 中 に ご

く少数認め られ た ． 門脈方向の 浸潤様式ほ膵 鈎部の
一

部 に 認め

られた 線維形成浸潤の み で あ っ た ． く図 8 A
，

B つ． 下大静 脈方

向の 後方浸潤が 中等度で あ っ た症例く症例171 で ほ ， 線維形成浸

潤の ごく近傍に 神経浸潤 ， 静脈浸 潤 ，
リ ン パ 管浸潤 が 認め ら

れ ， 静脈浸潤が癌先進部を形成 して い た く図9 ナ． こ れ に 対 し
，

下大静脈方向の 後方浸潤が軽度で あ っ た 症例く症例柑1 で ほ ，
ご

く少数の 綻維形成浸潤 ， 神経浸潤 ， 脈管浸潤を認め ， 癌先進部

は線維形成浸潤が 主体を な してt l た く図 川 ．

考 察

膵癌の 治療成績の 向上 をめ ざ し
，
1 9 7 3 年に F o r t n e r

l O，
が 拡大

郭清膵切除衝くr e gi o n al p a n c r e a t e c t o m yl を 捷唱 して以来， 本邦

に おい て も拡大手術が 積極的に 行わ れ て い る ． 教室に お い て も

197 3 年末以降郭清範 囲を 次第に 拡大 し
，
1 97 7年 に は 経外側的後

腹膜到達法くtr a n sl at e r al r e tr o p e rit o n e al a p p r o a c hl に よ る広範

囲後腹膜郭清膵切除術を 開発 して
，
切除率ほ もと よ り予後の 向

上 に 努 めて きた
6I

． そ の 結果 ， 徐々 に で は あ る が 治療成蔽 の 向

上 を 認め るよ う に な っ て きた
川

1 13，
．

しか しな が ら ， 膵後 方浸潤

に 起因す る剥離面痛遺残に よ り非治癒切除とな る症例も多くみ

られ て い る
121

． さ らに
， 再発形式か らみ て も大動脈周 囲リ ン パ

臥 神経浸ブ臥 リ ン パ 管浸潤を 主 体と した後腹膜再発 が高率 に

み られ ， 膵癌外科治療上 の 重大な 問題 点と な っ て い る
購 l

． ま

た ， 膵後方阻織ほ 上腸間膜動 乱 門 軋 下大静軋 大動脈な ど

の 重要な 血 管を含ん で お り ，
これ らの 血管方向 へ の 進展様式を

解明 する こ と は ， 膵癌 に 対する血 管合併切除の 適応決定の 際に

重要で ある ． 大動脈周囲リ ン パ 節転移に 関す る詳細な 報告ほ み

られ る もの の
18 卜 朝

， 膵後方浸 潤 に 関 す る 詳 細 な 報 告 は 少 な

ぐ
間IgI

，
と くに 上腸間膜動 軋 門脈 ， 下大静脈の 3 つ の 血 管方

向に おける後方浸潤 に 関す る報告ほ み られ な い
一 そ こ で

， 今回

著者 は後方浸潤様式を上腸間膜動 帆 門軋 下大静脈 の 血 管に

向か う 3 つ の 方向に 分け ， 浸潤様式の 病理 学的検討なら び に 三

次元 的な 浸潤様式の 検討を行 っ た わ けであ
．

る ．

膵癌で は
， 線推形成浸潤の 周囲に 神経 酬 乱 脈管浸潤を認め

る こ とが しば しばあ り， 主病巣の 範囲を決定する際 に 問題 とな

る ． 柳澤 ら
20I

ほ 膵癌 の 大き さの 泳定に ほ 非違続性進展の 部分も

含め ， か り に 先進部が脈管浸潤で あ っ て も主病巣の
一

部とす る

が
，

リ ン パ 節転移 は含め ない と述べ て い る ． しか し
， 線維形成



9 2 8

浸潤 は 超音 波検査 や コ ン ピ
ュ

ー

タ
ー 断層 撮 影法 くC O 皿 p u t e d

t o m o g r a p h y ， C T l な どの 画像診断で そ の 範 囲を術前に あ る程 度

は決定で きるもの の
， 線維形成浸潤の 岡 田 の 神経浸潤や リ ン パ

管浸潤を術前に 診断する こ と ほ 困難で あ る
21 ト

． そ の た め 本 研究

で は
． 線維形成浸潤 の 最外側部を腫瘍辺縁と し

， 膵後方覿織 内

で の 進 展様式を線維形成浸潤 ， 神経浸潤 ， 静脈浸潤，
リ ン パ 管

浸潤の 4 つ の 要素 に わ け て 検討 した ． 膵後 方組織内で の 癌 の 広

が りの 検討の ため に 膵辺縁か らの 進展様式 を ， 画像診 断に よ る

腰瘍範 囲と実際の 浸潤範囲の 差異 の 検討の ため に 腫瘍辺縁 か ら

の進展様式を ， 主 要血 管 と癌浸潤と の 位置関係の 検討 の た め に

血 管外膜また は 剥離面か らの 進展様式を検索 した ．

後方浸潤に おけ る部位別の 陽性率に つ い て は 報告 は み られ な

い が
， 膵外神経叢浸潤部位 に 関 して は上 腸間膜動脈方 向に 向か

うもの と して ． 萱原 ら
2I

ほ膵頭神経叢第 圧部 に74 ％ の 浸潤 を 認

め た と報告 し
， 松田 ら

3，

も8 例中 7 例が膵頭神経叢第 立部 に 浸

潤を認め た と報告 して い る ． 本研究 で は
，

上 腸間膜動 脈方 向に

おけ る膵後方浸潤 は17 例 く81 ．0 ％1 に 認め られ
， 門脈お よ び 下大

静脈 方向 に おけ る後方 浸 潤 は そ れ ぞ れ1 2 例 く57 ．1 ％ナ，
1 6 例

く76 ．2 瑚 に 認め られ て お り ， 3 方 向 へ の 後方浸潤 の 頻度 に 差 を

認め なか っ た ．

上腸間膜動脈方 向に おけ る膵辺縁か らみ た癌先進部に つ い て

は
， 神 経 浸 潤 が 1 0 例 く58 ．8 ％I を し め

， そ の 距 離 ほ 最 大

17 ．6 m m で あ っ た ． ま た
， 腫瘍 辺縁か らみ た 痛先進部 でも神経

浸潤が11 例 く64 ．6 瑚 と 高率 で ， 5 m m 以上 離れた症例が 5 例認

め られ ， そ の 最大距離は 1 5 ．4 m m で あ っ た ．
こ の 結果は 腹部超

音波や C T な どの 画像 で 上腸 間膜動脈方向に 癌浸潤を 認め な く

て も，
上 腸間膜動脈周囲の 膵後方組織の 郭漕が必要で ある こ と

を示 唆す る所見で ある ． これ に 対 し
， 門脈方向で は

， 膵辺縁か

らみた 痛先進部は12 例中11 例 く91 ．7 ％1 が 線椎形成浸潤 で あり
，

腫瘍辺縁か らみ た 癌先進 部ま で の 距離は 2 m m 以下 の 症例が ほ

と ん どで あ っ た ． ま た
， 下大静脈方向に お い ても膵辺縁か らみ

た 癌先進部は1 6 例中10 例 く62 ．5 瑚 が線維形成浸潤 で
， 腫瘍辺縁

か らみ た癌先進部は 門脈 方向に 比 べ 神経 浸潤や 脈管浸潤が 多く

認め られた が
ト 腫瘍辺縁 か ら痛先進部ま で．の 距離は ほ と ん どの

症例ほ 2 m m 以下で あ っ た ．
こ の こ と よ り上 腸間膜動脈方 向，

門脈方 向， 下大静脈方向に お け る後方浸潤 様式は 異なる もの と

考え られ た ． さ らに
， 剥離面か らみ た 癌先進部の 構成は ， 上 勝

間膜動 脈方 向で は 神経浸潤が
， 門脈お よ び 下大静脈方向で ほ線

維形成 浸潤 が主 体を な し
，

そ の 距離は 上腸 間膜動脈方向で 平均

3 ．2 m m
，

門 脈 方 向 で 平 均 0 ．5 m m
，

下 大 静 脈 方 向 で 平 均

2 ．1 m m で
， 各方 向に おけ る癌先進部 は

，
血 管外膜の ごく近 傍ま

で 浸潤 して い た ．

膵後 方組織 へ の 癌進展様式を さ らに 詳細 に 検討する た め に
，

連続切 片に よ る検討を 行 っ た ． そ の 結 果，
上腸間膜動 脈方 向に

お ける進展様式ほ 線維形成浸潤 の 周 囲に 少数の 静脈浸潤 ，
リ ン

パ 管浸潤 と多数の 神経浸潤 が認め られ
， 神経浸潤は上 腸 間膜動

脈方 向と上 勝間膜動脈の 長軸方 向に 進展 L て い た ． 門脈方 向の

進展様式は 大部分が 線維 形成浸潤で あり ， 門脈の 外膜近傍 ま で

線維形成浸潤が 認め られ た ． 下大静脈方 向の 進展様式 は線維形

成浸潤 とそ の ごく近傍 の 神経浸潤 ， 静脈浸潤 ，
リ ン パ 管浸潤 で

構成 され お り
，

全割 切片 で認め られた上 腸間膜動脈 ， 門脈 ， 下

大静脈方向に お ける後方浸潤 の 差異が連続切片に よ る検討 で再

確認 され た ．

こ の よ うな後方浸潤 の 差異 が で き る 理由 に つ い て 考察す る

と
，

まず膵頭部 で は 膵鈎状突起よ り上腸 間膜動脈方向 に 膵頭神

経叢第 臣部が 走行 して い る こ と
22－

や 膵癌神経浸潤 の 進展 様式 ほ

主 に 連続性 に 進展す る
11

こ とが 挙げ られ る ． ま た
， 膵頭 部 の リ

ン パ 流に 関して ほ
， 膵後方よ り大動 脈に い た る経路が 報告され

て い る
1 61 1 仲

． こ の よ うに 膵後方組織に 浸潤 した癌細胞 ほ
， 神経

や リ ン パ 管を 通 じて
，

上 腸間膜 動脈方 向に 進展 し易い もの と推

測 され る ． また
， 門脈方向は 神経や 派管 が比較的疎 とな っ て い

る
IgI

た め線椎形成浸潤が 進展様式の 主 体と な るも の と推測 され

る ． 下大静脈方向 に は ト ラ イ ツ の 筋膜
23－

が存在 し
，

こ れ が 痛進

展の ひ と つ の 障壁 に な っ て い る 可能性 が ある ． こ の よ うに
，

上

腸間膜動脈方向に 痛が 進展す る こ と は膵癌 の 特徴 で あ り ， 外科

治療上重要な 所見と 考え られ る ．

さて
， 膵頭部癌に 対する標 準術式 は施設間で 異な っ て お り，

2 群リ ン パ 節郭清を 行う が 上 腸 間膜動 脈神経 叢 ほ 温存 す る施

設
2射2 昂

， 上 腸 間 膜 動 脈 神経 叢 の 郭 清 は 右 半 周 に と ど め る施

設
261 1 2 鋸

，
上腸間膜動脈周 囲は 膵外神経叢 を含 め完全 切除 を 行う

施設
細

な ど さま ざま で ある
， 東野ら

7，

は 2 c m 以下 の 膵癌で も全

例に 膵外神経叢浸潤 を 認め た こ と よ り ，
2 c m 以下の 膵癌で も上

腸間膜動脈神経 叢の 完全切除 が重要 で ある と報告 して い る ． 本

研究で は
一
度瘍径が 2 c m 以下 の 症例は 検討 して い な い もの の

，

腫瘍径や そ の 他の 病 理学 的田子 と癌 の 後方浸潤の 広が りに つ い

て は 関連 を認め て い な い
． ま た

，
萱原

－I
ほ連続切片 に よ る 検討

か ら膵外神経叢 浸潤 ほ連続性進展 を呈 し
， 膵頭部癌の 根治の た

め に は神経叢， 脂肪組織 を含 め た膵後方鮭織の e n b l o c 切除が

必要で あると述 べ て い る ． 森
1 9I

も上腸 間膜動脈周囲の 構造 と膵

癌の 進展様式の 検討 か ら上 腸 間膜動脈神経叢を 温存 した リ ン パ

節の 完全郭清は 可能 で あるも の の
， 通常 の 膵癌 で は神 経叢 の 完

全切除は必 要で ある と述 べ て い る ． 本研究の 結果か らも
，
腰瘍

径な どの 病理学 的因子に 関係 なく上 腸間膜動脈神経 叢の 完 全切

除お よ び門脈合併切 除を 含む 広範 囲後 腹膜郭 清 は 不 可 欠 で あ

る ． さ らに
， 治癒切 除症 例 に も高 率 に 後 腹 膜 再 発 が 認 め ら

れ
1 刷

， また
，
上腸 間膜動脈 ， 下大静脈方向に お け る膵 後方浸潤

様式の 違 い を 考慮す る と t 上 腸 間膜動脈合併切除に よ る膵 後方

覿織の 完全切除が必 要で ある ． 下 大静脈方向 で は ， 癌先進 部を

形成 して い る 神経浸 潤や 脈管浸潤が 線維形成浸潤の ごく近 傍で

あ る こ とや 前述 の ト ラ イ ツ の 筋膜が 癌進展の 障壁に な っ て い る

可 能性よ り下大静脈 は温存 で きる余地が 残 っ て い る もの と 考え

られ る ．

結 論

膵頭部痛切除21 例 に 対 し
， 上 腸間膜動脈 ， 門脈， 下大静 脈の

3 つ の 血 管方向 へ の 膵後方進展様式 を病理 学的に 検討する と と

もに ， 4 例の 連続切 片お よ び 三 次元構築に よ る検討を 行い
t 以

下の 結果 を得た ．

1 ． 上 腸間膜 動脈
，

門脈
，
下大静脈方向 へ の 膵後方浸潤 はそ

れ ぞれ17 例 く81 ．0 ％う， 1 2 例 く57 ．1 ％1 ト 1 6 例 く76 ．2 ％1 で あ っ た ．

2 ． 膵辺縁か らみ た癌先進部 は
， 上 腸間膜動脈方 向で は神経

浸潤が
， 門脈 ， 下大 静脈方 向で は線維形成浸潤 が主体 を な して

い た ． 痛先進部ま で の 平均距離は 上 腸間膜動脈方向が 6 ．5 m m
，

門脈方向が 4 ．5 m m
，
下大静脈方向が 3 ．6 m m で あ っ た ．

3 ． 腫瘍辺縁か らみ た癌先進部 に つ い て は
，

上腸 間膜動脈方

向で は神経浸潤 が ， 門脈方 向で は線維形成浸潤が 主体 を な して

い た ． また
， 下大静 脈方 向で は神経浸潤と 線維形成浸潤 は ほぼ

同数 で あ っ た ． 癌先進部 ま で の 平均距離は 上 腸間膜動脈方 向が
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膵 癌の 後方浸潤

3 ．9 m m
．

門脈方向が 0 ．8 m m
， 下大 静脈方 向が 0 ■9 m m で あ っ

た ．

4 ． 剥離面く血 管外険I か らみ た 癌先進 部は上 勝間膜動脈方向

で は 神経浸潤が ， 門脈， 下大静脈方向で は線維形成浸潤が 主 体

を な して い た ． 癌先進部ま で の 平均距離は 上腸間膜動脈方向が

3 ．2 m m
， 門脈方向が 0 ．5 m m

， 下大静脈方向が 2 ，1 m m で あ っ

た ．

5 ． 連続切片 お よ び三 次元立体構築 に よ り ， 各方向に おけ る

進展様式は
，

上腸 間膜動脈方向は主 と して 神経浸潤 で
， 門脈 ，

下大静脈方向で ほ主 と して 線維形成浸潤で ある こ とが 再確認 さ

れ た ．

以上 よ り ， 後方浸潤 を認め る膵頭部癌 の 大部分の 症例に 対 し

て は
， 根治性向上 の た め

， 門脈
，

上 腸間膜動脈の 合併切除が必

要で ある と結論 した ．

謝 辞

稿を終 える に 当た り
． 御指導 ， 御校閲を賜 りま した 恩師宮崎逸夫教授

に 深甚なる謝意を 捧げ るととも に
，
直接御指導を頂 きま した金沢医療短

期大学部永川宅和教授に 厚く感謝 の意を表 します ． また
， 有益 な御助言

を頂きま した金沢大学第 二 病理学教室斉藤勝彦講師ならび に
， 金沢大学

第 二 外科学教室萱原正都助手をは じめ とす る膵胆道 グ ル
ー プの諸先生方

に厚く御礼申 し上げます ，

軋 本論文の 要 削よ第93 回日 本外科 学会総 会 く平成 5 年 4 月 ， 仙台

市1 に お い て 発表 した ．

文 献

1 I 萱原正 都 こ 膵癌進展様式の 臨床病理 学 的な ら び に 実験的

研究 －

とく に 膵外神経叢内神経浸潤に つ い て
－

． 日 消外会誌，

2 1
，
1 3 6 3 －1 37 2 く19 8 8う．

2 1 萱原正 都 ， 永川宅和 ， 上野桂 一

， 太 田暫生 ， 小林 弘信 ， 角

谷直孝， 森 和弘 ， 中野達夫 ， 宮崎達夫 こ 膵頭部癌に お け る神

経浸潤と リ ン パ 節転移 ． 日消外会誌 ，
24

，
8 1 3－81 7 く19 9 り．

3 1 こ松田 真佐男 ，
ニ 村址次二 膵頭部癌に お け る神経周囲浸潤 ．

日外会誌 ，
84

，
7 1 9 て28 く19 8 31 ，

4 I 高橋 伸，
尾形佳郎 ， 宮崎洋 史， 前田 大， 村井信二

， 都

築俊治 ， 阿部令彦 こ 膵癌の 神経浸潤 と リ ン パ 節転移と の 関連 か

らみ た 上 腸 間膜 動脈 周囲神経 叢 郭清 の 意 義 ． 胆 と 膵 ，
12

，

1 5 ト1 55 く19 9 り．

5 1 金光敬 一 郎 ， 平岡武久二 膵癌 の 神経浸潤と リ ン パ 節転移 へ

の 対策 ． 胆 と膵 ，
1 2 ， 1 6 5－16 9 り99 11 ．

6 1 永川宅和 ，
倉知 圃 ， 小西 孝司 ， 宮崎達夫二 膵癌 に おける

後腹膜 郭清法 p tr a n sl at e r al r e tr o p e rit o n e al a p p r o a c h
－

． 医 の あ

ゆ み ，
1 1l

，
3 3 9－34 1 く19 7 91 ．

7 1 東野義信 ， 永川宅和， 宮崎達夫こ 病理覿織学的進行度 の 対

比 よ りみ た 小膵癌 の 外科治療 の 考 え方 ． 胆 と膵 ，
4

，
1 0 8 5－10 9 0

く19 8 封．

8 I 永川宅 和， 東野義信 ， 宮崎達夫こ 膵 ■ 胆道系癌 の 神経 周囲

浸潤に つ い て ． 胆 と膵 ，
5

，
1 0 3 ト1 0 3 3 く19 8 41 ，

9 1 日本膵臓学 会編 こ 膵癌取扱 い 規約 ， 改訂第 3 版 ，
9－20 京 ，

金原 出版 ， 東京，
1 9 8 6 ．

1 01 F o rt n e r
，

J ． G ．
ニ R e gi o n al r e s e c ti o n of c a n c e r of th e

p a n c r e a s ． S u r g e r y ，
7 3

，
30 7 － 3 41 く1 9 8り．

1 11 宮崎達夫 ， 上野桂 一

， 永川宅 和二膵癌治療 に おける 日本の

929

現状 ， 手術 ，
4 4

，
1 41 ト14 1 7 り99 01 ．

12I 太田 哲生， 永川宅和 ， 宮崎達夫二膵頭部領域痛 に対す る拡

大手術 ． 外科治療 ，
63

，
2 83－287 く19 9 0I．

1 3I N a g a k a w a
，

T ．
， K o n i s hi

，
l ．

， U e n o ，
K ．

，
O h t a

，
T ．

，

A k i y a m a
，
T ．

，
K a n n o

，
M ．

，
K a y a h a r a

．
M ． 盈 M i y a 笈a k i

，
I ． こ

T h e r e s u lt s a n d p r o bl e m s of e x te n si v e r a di c al s u r g e r y f o r

c a r ci n o m a o王 th e h e a d of th e p a n c r e a s ． J p n ． J ． S u r g ．
，
2 l

，

2 6 2 －2 6 7 く1 9 91う．

1 41 萱原正 都 ， 永川宅和 ，
上 田 順彦， 前田基 －

． 秋山高儀， 神

野正 博 ，
太田菅生

，
上 野桂 一

， 小西
一 朗 ， 宮崎逸夫 こ 再発形式

か ら み た 膵 頭 部癌 の 手 術術 式 の 検討 ． 日 消 外 会 誌 ，
2 1

，

1 2 7 7 －1 2 81 く1g 8 即．

1 51 五 関謹秀 ， 岡本蔦武 l 小野寺時夫，
田畑育 男 ， 滝沢萱 一

郎， 小池盛雄 ， 松田忠義 ， 神前五 郎 二 剖検所見か らみ た膵癌診

断 ． 治療上 の 問題点 ． 胃と腺 ，
1 9

，
1 2 1 5－12 2 2 く19 8 4ユノ

岬 小林弘信 こ 膵頭部癌の 大動脈周囲リ ン パ 節転移 に 関す る

臨床的検討 ． 日外会誌 ，
92

，
9 8 6 －9 9 6 く1 9 9り．

1 7I 永井秀雄 こ 膵癌の 傍大動脈 リ ン パ 節転移 お よ び そ の 経路

に 関す る研究
一 剖検材料 に よ る検討 －

． 日外会誌，
8 8

，
3 0 8－31 7

く19 8 71 ．

181 K a y a h a r a
，
M ．

，
N a g a k a w a

，
T ．

，
K o b a y a s hi ， H ． ， M o ri ，

K ．
，

N a k a n o
，

T ． ， K a d o y a ， N ． ， O h t a ，
T ．

， U e n o ，
K ． 良

M i y a E a k i
，
I ． ニ L y m p h a ti c Fl o w i n C a r ci n o m a of th e H e a d of

th e P a n c r e a s ． C a n c e r
，
7 0

，
2 06 1 － 2 0 66 く19 9 21 ．

瑚 森 和弘こ 上 腸間膜動脈周囲の 三次元構 造の 研究
一

膵 癌

に おけ る上 腸間膜動脈神経叢を温存 した リ ン パ 節完全郭清の 可

能性 に つ い て －

． 十全医会誌，
10 1

，
4 0 6 －41 5 く19 9 21 ■

2 0I 柳澤昭夫， 加藤 洋こ 膵癌の 病理 ． 図説臨床 亡癌コ シ リ ー

ズ24 膵癌 ■ 胆道癌 仙 村雄 一

． 杉 村 隆編1 ， 第1 版．
9 ト99 頁 ，

メ ジ カ ル ビ ュ
一 社． 東京，

1 9 8 8 ．

2 り 西原謙 ニ
， 川端章弘 ，

品 川裕治，
西 川雅裕 ， 川村 明， 溝

中箱 一 郎， 鈴木 撒 こ 膵癌進展 度 の 総 合画像診 断 ． 胆 と膵 ，

12
，
6 11 牒1 6 り99 11 ．

22I 吉岡 －

， 若林利重 こ 膵頭神経叢切断術 々 式 ． 手術 ，
1 1

，

8 4 9－85 7 く19 5 71 ．

2 31 佐藤達夫 こ 膵癌 ． 肝 外胆管癌 くそ の 3 1 解剖編 ． 外科 診

療，
2 1 ， 1 6 33－1 6 38 く1 9 7 別．

2 4I 佐藤秀雄， 宮下英士 ， 松野正 紀 ， 小針雅男二 膵癌の 手術術

式と そ の 選択． 外科治療 ．
58

，
1 7 5－18 1 ， り9881 ．

2 51 尾崎秀雄， 木下 平， 小菅智男 ，
島田和明 ， 山本順司 ． 柄

川 順二 膵癌に 対す る拡大手術と 集学的治療 ． 総合臨床 ，
3 9

，

2 8 0 9－281 5 く19 9 0ナ，

2 即 羽生 富士 男， 今泉俊秀 ，
三 浦 修こ 膵癌 の 手術適応と術式

の 選択． 消化器 外科 セ ミ ナ ー 2 5 膵癌 の 診断と 治療 一 最近の 進

歩 － く消化器 外科 セ ミ ナ ー 編集委員会編1 ， 第1 版 ，
1 8 ト20 3 頁 ，

へ るす出版 ， 東京 ，
1 9 8 6 ．

2 71 早川直和 ，
二 村雄次 二 膵 一

眼 道癌 リ ン パ 節 郭清の コ ツ
．

K A R K I N O S ．
3

，
8 4 7 － 8 53 く19 9 0J ．

2即 小倉喜文 ， 谷川尭自，
田端正 己

， 渡部車軸 ， 水本龍二 三 膵

癌治療術式の 適応 － とく に 膵 頭部痛 に つ い て －

． 総合 臨床 ，

3 9
，
2 8 0 3 －2 8 0 8 く1 99 01 ．



9 30 竹 田

P at h ol o gi c aI St ll die s o n R et r o p e rit o m e al 耳n v a si o n of P a n c r e a tic H e a d C a r ci n o m a T o sh i y a T ak ed a
，
D ep ar b n e n t

Of S u rg ery ロIl ，
S c h o ol of M e di ci n e ， K a n a z a w a U ni v er si ty ，

K a n a z a w a 9 2 0 － J ■ J u z e n M e d S o c
． ， 1 0 3 ， 9 23

－

93 0 く19 9 41

K e y w o r d s p a n cr e atic h ea d c ar Ci n o m a
，
r etr O pe n t O n e al in v asio n

，
n e u r al i n v a si o n ， th r e e －di m e n si o n al r e c o n s 打u c d o n

A b st r a c t

T o e v ai u at e th e m o d e of retr op e rito n e al i n v a si o n of p a n c r e ati c h e a d c a rci n o m a
，
21 r es e ct ed s pe Cl m e n S W e re e X a m in ed

hi st o p a th 01 0 gic al 1 y － J T h e th r e e － di m e n si o n al an al y sis by s e ri al s e cti o n w a s pe rf o r m e d in f b u r c a s e s r
I n th is p ap e r

，
t u m O r

m ar g i n w as d e fi n e d as th e o u te r m a rg i n of d es m o pl a sti c c a n c er i n 負Itr ati o n ． S e v e n te e n p a d e n ts く8 1 ％J h ad r e tr o pe rit o n e al

i n v a si o n t o w ar d th e s u pe ri o r m es e n te ri c a rt er y ，
1 2 く5 7 ％J t o w ar d th e p o rt al v ei n

，
a n d 1 6 く76 ％l to w ard th e i nfb ri o r v e n a

C a V a ． T b e m e an di st a n c es 丘
．

o m p a n c r e a ti c m ar gi n t o th e i n v a si o n 打o nt w e r e 6 ．5 m m くr a n g e
，
1 ．6 － 1 7 ．6 m m l t o w ar d th e

S u p e ri o r m e s e n teri c ar t e ry ，
4

．5 m m く0 ．6 － 1 1 ．4 m m l t o w ard th e p or tal v ei n
，

an d 3 ．6 m m くl ． 2 － 1 1 ．O m m J t o w ar d th e in fヒri o r

V e n a C a V a
，
r e S pe Cti v el y ． n e m e an di st an C e S fr o m t u 皿 O r m a r gi n t o th e i n v a si o n 育o n t w e r e 3 ．9 m m く0 － 1 5 ．4 m m J t o w ar d th e

S uP e ri o r m e s e n teri c ar te ry ，
0 ．8 m m く0 － 4

■8 m m J t o w ard th e p o rt al v ein
，

an d O －9 m m く0 － 5 ．4 m m J to w ard th e i nfb ri o r v e n a

C a V a ， r eSp e Cd v el y ． T h e m e a n di s t an C eS h
．

o m th e i n v asi o n 舟o n t t o th e s u pe n Or m e S e n te ri c ar t er y ， p Ort al v ein
，

an d i n fb ri o r

V e n a C a V a W e r e 3 ．2 m m く0
－ 1 3 ．2 m m J ，

0 ．5 m m く0
－ 2 ．O m m J ，

an d 2 － 1 m m く0
－ 4 －8 m m l ，

r e S pe C d v ely ． B as e d o n th e th r e e －

d i m e n si o n al a n al y si s
，
th e m ai n m o d e o f t u m o r i n v a si o n w as n e u r al i n v a si o n a r o u n d th e s u p e ri o r m e s e n t e ri c a r te ry －

D e s m op l a sd c c an C e r i n 負1tr ati o n w as m ai nly o b s e rv e d ar o un d th e p o rt al v ei n an d i n fb ri o r v e n a c a v a ． T h e s e 負n di n g s s u g g e st

th at it i s n e c e s s ar y t O pe rf or m c o m bi n ed r e s e cti o n of th e p ort al v ei n an d s u pe n Or m eS e n te d c art er y ln C a S e S Of c ar ci n o m a o f

th e h e ad o f th e p an Cr e aS W i th r etr o pe n t O n e al in v asio n
．


